
 
令和５年８月２８日 

国土交通省関東地方整備局 

宇都宮国道事務所 

 

工事発注手続について 

〜「Ｒ５新４号国道新利根川橋補修工事」の発注手続きを行います〜 

 宇都宮国道事務所発注の「Ｒ５新４号国道新利根川橋補修工事」において、不調･不落対策

等を試行、採用します。 

 

工事発注において予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札のとりや

めや不調が予想される工事について、不調･不落対策等を試行、採用しております。 

今回発注する「Ｒ５新４号国道新利根川橋補修工事」において、以下のとおり不調･不落対策

等を試行、採用します。 

 

 

【不調･不落対策等】 

１．競争参加資格の緩和 

２．余裕期間制度（フレックス方式） 

３．その他（施工時期等） 

 

※詳細は次頁をご覧下さい。 

 

 

 

 

＜発表記者クラブ＞ 

竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 栃木県政記者クラブ 茨城県政記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 宇都宮国道事務所 

電話：０２８－６３８－２１８１（代表）  ＦＡＸ：０２８－６３８－２８７１ 

副所長    森 芳徳 （もり よしのり）  （内線：２０５） 

管理第二課長 西村 篤史（にしむら あつし） （内線：４４１） 
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《工事概要》 

（１）工 事 名：Ｒ５新４号国道新利根川橋補修工事 

（２）工 事 場 所：自）茨城県猿島郡五霞町大福田 

         至）茨城県古河市水海 

（３）工   期：全体工期 契約の翌日から令和７年１月３１日まで 

（４）入 札 方 式：一般競争入札（総合評価落札方式）施工能力評価型Ⅱ型 

（５）工 事 種 別：橋梁補修工事  

（６）工 事 内 容：亀裂補修工 ３００箇所  塗装塗替工 ２５００㎡ 

         仮設工 １式 

  

《不調･不落対策等》 

 １．競争参加資格の緩和 

  １）企業に求める施工実績の緩和 

企業に求める施工実績を「道路橋の補修工事」に限定せず、「道路橋の補修工事または

耐震補強工事」として緩和をします。 

  ２）配置予定技術者に求める施工経験の緩和 

配置予定技術者に求める施工経験を「橋梁の補修工事」に限定せず、「橋梁の補修工事

または耐震補強工事」として緩和をします。 

 

２．余裕期間制度（フレックス方式） 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保

等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、契約時に令和７年１月３１日

までの間で、受注者は工事の始期及び終期を任意に設定することができます。 

   なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。 

 

３．その他（施工時期等） 

本工事は、利根川渡河部の現場でありますが、出水期間中（６月１日～１０月３１日）で

あっても、足場高をＨＷＬ＋余裕高（２．０ｍ以上）を確保することにより、通年で足場を

存置し、施工出来る条件となっています。また、資機材の搬入・搬出は、高水敷から予定し

ています。 

 

《スケジュール》 

 ○入札公示、入札説明書交付      ：令和５年８月２８日（月） 

 ○技術資料等提出期限             ：令和５年９月 ５日（火） 

 ○入札書･工事費内訳書提出       ：令和５年９月２９日（金） 

 ○開札日                 ：令和５年１０月４日（水） 
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